
小野町 70 周年記念式典
小野町功労者表彰式

橋本　長吉さん
（郡山市）

宇佐見惠子さん
（谷津作）

　小野町介護認定審査会委員と
して平成23年から10年間、町の高
齢福祉のために尽力されました。
　また平成10年からは学校医と
して学校保健活動に尽力されて
いるほか、乳幼児健診や予防接
種にも協力いただいており、本
町の地域医療、予防医療に大き
く貢献されています。

　小野町社会教育委員として平
成18年から12年間、本町の社会
教育振興に尽力されました。
　また平成26年からは小野町国
民健康保険運営協議会委員とし
て、本町の国民健康保険の安定
的な運営のために尽力されてい
ます。

特別功労特別功労

　小野町は、昭和30年２月１日に１町２村が合併してから70周年を迎えました。
　これを記念し、小野町70周年記念式典が11月23日、多目的研修集会施設で行われました。
　式典に併せ、功労者表彰式も行われ、各分野で町政振興に寄与された６人が受章されました。
　功労者表彰は、小野町表彰条例に基づき、町の政治、教育、文化などの振興に寄与された方々ならびに
多くの人の模範と認められる活動があった方々に対して授与されるものです。
　さらに今回は町制施行70周年を記念した産業・技能功績として１人１団体、周年記念功績として３人
３団体が受章されました。
　各分野における受章者は次のとおりです。
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小野町建築家具組合
（組合長・吉田恭正さん）

平澤　八重さん
（仲町）

三本松武子さん
（仲町）

舘川　正人さん
（吉野辺）

　長年にわたり町の誕生記念
品「おめでたいっすー」（幼児
用いす）の製作や親子木工教
室の講師として協力いただい
ており、木材の活用を通じた
森林資源の大切さについて広
く伝えていただいています。

　平成８年から長年にわたり
献血事業に協力し、計275回
もの献血を行い、献血事業お
よび医療に大きく貢献されて
います。

　平成８年から長年にわたり
献血事業に協力し、計229回
もの献血を行い、献血事業お
よび医療に大きく貢献されて
います。

　「しめ縄」製作の講師として、
長年にわたり旧飯豊小学校やふ
るさと文化の館をはじめ各方面
で指導され、伝統文化の継承に
貢献されています。

産業・
技能功績

周年
記念功績

周年
記念功績

産業・
技能功績

吉田　広一さん
（塩庭二区）

橋本　幸夫さん
（小野山神）

木村　隆夫さん
（夏井）

鈴木　清訓さん
（小野赤沼）

　小野町繁殖牛・肉用牛委員会
委員および小野町畜産振興審議会
委員として、昭和59年から令和３
年まで、平成24年からは会長とし
て、本町の畜産振興に尽力されま
した。
　また平成19年からは11年間、小
野町消防委員会委員として、その
間２年間は委員長として、消防行
政の適切な運営に尽力されました。

　小野町文化財保護審議会委員と
して平成８年から通算17年間、こ
の間副会長として７年間、町文化
財の保護・調査・保存活動に尽力
されました。
　また平成21年と平成30年には、
郷土誌を活字化・再編さんした「小
野町史料集成」の発行にも尽力さ
れました。

　約15年にわたり小野町グラウ
ンドゴルフ協会夏井支部の支部
長を務められました。
　また夏井川花咲く水辺の会会
長および諏訪古峯遊歩道みどり
の小径の会会長として、夏井千
本桜周辺の環境整備に尽力され
ています。

　平成14年から長年にわたり献
血事業に協力し、計78回もの献
血を行い、献血事業および医療
に大きく貢献されています。

特別功労特別功労

善行 善行
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小野サッカースポーツ
少年団

（代表・木内勇次さん）

チャリティーカラオケ
実行委員会

（委員長・山岸秀雄さん）

吉成　誠一さん
（谷津作）

小町夢太鼓
（会長・辺見俊勝さん）

　 平 成４年 の 設 立 以 来、
サッカー競技の普及、競技
技術の向上と青少年の健全
育成に貢献されています。

　平成24年の設立以来、東
日本大震災からの復興のた
め、チャリティー形式での
発表会を開催し、文化・体
育振興基金へ寄付するな
ど、住民の活力醸成および
社会福祉に寄与されました。

　平成７年から長年にわた
り献血事業に協力し、計
409回もの献血を行い、献
血事業および医療に大きく
貢献されています。

　平成19年の設立以来、和
太鼓を通じて芸術文化の振
興や地域活性化、社会福祉
活動に貢献されています。

※代理：副会長　先﨑崇雄さん

周年
記念功績

周年
記念功績

周年
記念功績

～記念講演会～
　式典の後には、名誉町民で東京農業大学名誉教授の小泉武夫先生による記念講演「発酵食品と子どもの
教育～未来に向けたメッセージ」と、古殿町出身で和食料理人の野﨑洋光さんによる特別講演「日本人とし
て、誇りを持つべき和食の世界」が行われました。

周年
記念功績

野﨑洋光さんの特別講演
「日本人として、誇りを持つべき和食の世界」

参加者でにぎわう会場の様子

小泉武夫先生の記念講演
「発酵食品と子どもの教育～未来に向けたメッセージ」

小泉武夫先生（左）、町長（中央）、野﨑洋光さん（右）
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区間 距離
（kｍ） 区　分 選手名 記　録

1 4.0 女子 先﨑　百音 13分45秒
2 8.2 男子 村上　明真 25分2秒
3 5.8 男子 橋本　結翔 21分31秒
4 7.3 男子 村上　太毅 25分53秒
5 6.4 男子 遠藤　滉太 25分13秒
6 8.3 男子 先﨑　洋樹 32分14秒
7 5.4 中学男子 遠藤　龍也 19分27秒
8 4.1 中学男子 草野　昂喜 16分49秒
9 3.0 中学女子 宍戸　万葉 14分3秒

10 10.6 男子 先﨑太空海 42分37秒
11 3.9 女子 久下はる菜 14分47秒
12 7.0 男子 永林　正博 28分17秒
13 4.8 男子 武藤　乃亜 18分22秒
14 5.7 男子 橋本　洋斗 24分9秒
15 3.4 女子 永林　美波 13分46秒
16 8.4 男子 吉田　悟志 31分35秒
計 96.3 ６時間7分30秒

【第37回ふくしま駅伝成績表】　　　　　　    （敬称略）　第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふく
しま駅伝）が11月16日、しらかわカタールスポーツ
パーク（白河総合運動公園）陸上競技場から福島県
庁までの96.3kmのコースで繰り広げられました。
　競技場のスタンドや沿道には、のぼり旗や小旗
を持った応援団が町から大勢かけつけ、選手たち
に大きな声援が送られました。
　小野町チームは１区の先﨑百音選手が区間19
位、２区村上明真選手は区間13位と好スタートを
きり、次々とタスキをつなぐ力走を見せてくれま
した。選手、監督をはじめ本大会に携わった全員
が小野町チームの持ち味である最後まであきらめ
ない気持ちを持ち、総合44位、町の部22位の結果
となりました。
　レース後、吉田正宏監督は「大会直前に区間の選
手変更があったが、16区間全選手が走り切ること
ができ、選手の皆さんには大変感謝している。今
後も、町の部入賞を目標にさらなるチーム力の向
上を図りたい」と語っていました。
　応援していただいた町民の皆さんに、紙上より
厚くお礼申し上げます。また小野町チームの皆さ
ん、長期間にわたり本当にお疲れさまでした。

小野町チーム力走！
第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

　本年度、小野高校として最終年度となることから、小野高校の取り組みを後世に継承し
ていくため、11月９日に栗の植樹式が実施されました。（小野高校は令和８年４月に船引
高校と統合し「あぶくま柏鵬」高校が開校します。）
　植樹式に先立ち、町長から原田校長へ町が産地化を進めている栗の苗木を贈呈しました。
　植樹式には、小野高校から原田校長をはじめ生徒15人、教員６人、来賓として町議会
から田村議長、中野副議長、福島県県中農林事務所から廣田所長が出席しました。町長・
来賓・生徒らが一緒になり、苗木を植樹しました。
　植樹後、生徒を代表して川田志歩さん（２年）から町への感謝と栗の成長への期待の言葉
が述べられました。

小野高校の生徒による栗苗木の植樹式が行われました
町から小野高校へ栗苗木を贈呈
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お
の
ま
ち
健
康
ま
つ
り
２
０
２
５
が

10
月
26
日
、
小
野
町
町
民
体
育
館
お
よ

び
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
高
齢
者
賀

寿
表
彰
の
贈
呈
式
の
ほ
か
、
千
葉
県
神

崎
町
の
お
里
さ
ん
に
よ
る
発
酵
講
話
、

ち
ょ
ん
ま
げ
ラ
ー
メ
ン
さ
ん
と
は
ん

に
ゃ
川
島
さ
ん
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ

や
減
塩
レ
シ
ピ
の
話
に
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
小
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
や
発
酵
食
品
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
も
多
く
の
方
が
来
場
し
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
食
と
運
動
・
笑
い
＋
美
」を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
を
意
識
す
る
機
会
と
な
っ

た
一
日
で
し
た
。

　

抽
選
会
に
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
紙
上
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
﹃
お
の
ま
ち
文
化
祭
﹄が
11
月
１

日
・
２
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設

お
よ
び
ふ
る
さ
と
文
化
の
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
は
バ

ザ
ー
や
菊
花
の
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
、
ふ
る
さ
と
文
化
の
館
に
は
、
芸

術
文
化
団
体
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
お
茶
会
・
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

２
日
に
多
目
的
研
修
集
会
施
設

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た「
発
表
の
部
」

で
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
・
伝
統
芸
能
な

ど
９
団
体
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活
動

や
練
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。「
発
表
の
部
」の
最
後
に
は
参
加

者
全
員
で
町
民
歌
の
斉
唱
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

キッズダンス「ウラ」

新そばまつり

キッズダンス「WISH」 お笑いステージ

キッチンカー

小野中学校吹奏楽部 健康ブース 発酵講話

小町夢太鼓フルートアンサンブル・アマビーレ詩舞の会健康ダンスクラブ

琴城流大正琴小町さくら会

ことぶき銭太鼓 浮金小獅子保存会元気クラブマドリガルコーラス
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第
８
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
な
ら
び
に
小
野
町
70
周

年
記
念
植
樹
祭
が
11
月
９
日
、
小
野
公
園
で
県
と
共

同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
植
樹
祭
に
併
せ
て
小
野
小
学
校
に
緑
の
少

年
団
が
結
成
さ
れ
、
次
世
代
を
担
う
団
員
を
先
頭
に

約
３
０
０
人
の
参
加
者
が
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
八
重

桜「
は
る
か
」な
ど
約
千
本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
桜
の
枝
の
剪せ

ん

定
な
ど
の
育
樹
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は「
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
苗

木
を
植
え
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
」「
自
分
が
植
え
た
木

が
大
き
く
な
っ
た
ら
見
に
行
き
た
い
」と
い
う
声
が
あ

り
、
こ
の
植
樹
祭
を
通
し
て
森
林
に
つ
い
て
の
意
識

醸
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
お
よ
び
育
樹
活
動
終
了
後
に
は
、
薪ま

き
わ
り割
り
体

験
や
木
工
椅い

す子
組
立
体
験
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が

ス
マ
イ
ル
公
園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
野
町

産
業
六
次
化
・
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

味
噌
部
会
の
皆
さ
ん
が
仕
込
ん
だ
手
作
り
味
噌
を
活

用
し
た
郷
土
料
理「
ま
ん
が
こ
汁
」が
振
る
舞
い
鍋
と

し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
振
る
舞
い
鍋
を
ほ
お
ば

り
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

第
８
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
・

第
８
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
・

小
野
町

小
野
町
7070
周
年
記
念
植
樹
祭
が

周
年
記
念
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

開
催
さ
れ
ま
し
た
！
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